
科目 

主管 

事 業 名 現職教育研修費（教育指導費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

1,221 千円 
（△14 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,221 千円 

学

校

教

育

課

１ 事業目的 

  教育の正しいあり方に対する研究調査及び教職員に現職教育を施し、本市教育

の振興を図る。 

２ 事業内容 

⑴ 重点目標

教職員の資質を向上し、職務を適正かつ能率的に遂行する能力を養う。

⑵ 負担額

３，６００円／人

⑶ 支出科目

区 分 内容（教職員数） 事業費 

負担金、補助及び

交付金 

西枇杷島小学校 29 人 104 千円 

古城小学校 26 人 93 千円 

清洲小学校 55 人 200 千円 

清洲東小学校 22 人 79 千円 

新川小学校 26 人 94 千円 

星の宮小学校 19 人 68 千円 

桃栄小学校 20 人 72 千円 

春日小学校 27 人 97 千円 

西枇杷島中学校 29 人 104 千円 

清洲中学校 36 人 130 千円 

新川中学校 30 人 108 千円 

春日中学校 20 人 72 千円 

３ 事業効果 

  現職教育研修事業の運営の適正化及び円滑化を図ることにより、教職員が知識

及び技能を取得し、思考、判断その他人格的要素を研さんし、職務を適正かつ能

率的に遂行する能力を養うことができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 特色ある学校づくり費（教育指導費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

865 千円 
（△63 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

205 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 660 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  児童及び生徒が地域に貢献し役立つ活動を体験・実践することを通して、次世

代を担うことができるようにする。 

 

２ 事業内容 

⑴ 小学校 

地域住民、地域ボランティア及び企業からの講師の派遣により草花や野菜の

栽培及び小動物の飼育やモノづくりについての体験学習等を行う。 

⑵ 中学校 

   地域の企業などの理解を得て、様々な職業に対する知識を学ぶ。 

  ア １年生 

    職場体験学習に対する理解と意欲を高めるガイダンス事業 

  イ ２年生 

    職場体験学習 

  ウ ３年生 

    働くことや学ぶことに対する意欲を向上させるプレゼンテーション事業 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 講師謝金 40 千円 

需用費 消耗品 635 千円 

役務費 切手代、保険料など 190 千円 

 

３ 事業効果 

  多彩な地域の人材活用や資源を教育に取り入れることにより、学校、家庭及び

地域との連携強化を図るとともに、心豊かな人間性や社会性を培うことができる。  
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 教育支援教室費（教育指導費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

115 千円 
（＋15 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 115 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  不登校児童生徒並びに保護者を対象として、学校との連携の下に適正な助言及

び指導を行い、社会的に自立することを目指すための支援を行う。 

 

２ 事業内容 

  通室する児童及び生徒に対して、指導員が学習指導とともに、生活状況を聞き

取りながら悩みを共感的に受容すること、必要に応じて保護者や学校との連携を

図る等、社会的な自立を促すための支援を段階的に行う。児童及び生徒が再登校

を希望すれば、学校と協議の上、慎重な配慮のもとで学級へ復帰させる。 

 ⑴ 指導員 

   ２人（会計年度任用職員） 

 ⑵ 場所 

新川ふれあい防災センター内 

 ⑶ 開室日 

２００日（月曜日から金曜日） 

 ⑷ 開室時間 

午前９時から午後１時まで 

 ⑸ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 教材等消耗品など 50 千円 

役務費 電話使用料、モバイルルーター通信費 60 千円 

負担金、補助及び

交付金 
愛知県適応指導教室連絡協議会 5 千円 

 

３ 事業効果 

  不登校児童生徒が抱えている心理的及び情緒的な要因並びに人間関係の改善を

図る等の取り組みを通じて、自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立するこ

とを目指すための支援ができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 青少年・家庭教育相談費（教育指導費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

88 千円 
（＋40 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 88 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  いじめ、不登校、虐待などの悩みを抱える児童、生徒及びその保護者からの相

談や、学校現場での問題行動等に取り組む教員に対して、専門的視野から助言及

び指導を行うとともに、状況に応じて福祉部門とも連携し、必要な支援につなげ

る。 

 

２ 事業内容 

  教育委員会教育部学校教育課内に青少年・家庭教育相談員を配置し、教員ＯＢ

及び警察ＯＢである相談員が学校訪問や市内巡回を行うことにより、学校と連携

を取りながら児童及び生徒個々に対して指導を行うとともに、問題に応じて関係

機関との連絡調整や情報交換等を行い、必要な支援につなげる。 

 ⑴ 青少年・家庭教育相談員 

   ４人（うち、３名は県補助要綱に基づくスクールソーシャルワーカー） 

 ⑵ 場所 

清須市役所教育委員会内 

 ⑶ 相談日 

２４３日（月曜日から金曜日） 

 ⑷ 相談時間 

   午前９時から午後４時まで 

 ⑸ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報酬 連絡調整会議報酬 40 千円 

役務費 電話使用料 48 千円 

 

３ 事業効果 

児童及び生徒が学校や家庭で抱える悩みを把握し、早期解決を図ることができ

る。 

また、保護者や学校現場の教諭に対しても専門的視野から家庭及び学校生活上

の助言、指導を行うとともに、福祉部門とも連携し、必要な支援につなぐことが

できる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 学校教育振興補助金（教育指導費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

4,658 千円 
（±0 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 4,658 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  児童及び生徒の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献する。 

 

２ 事業内容 

  生徒健全育成、進路対策及び部活動で必要な教材や部活動用品を整備し、効果

的な学校活動等に活用する。 

⑴ 補助額等 

区 分 対 象 補助額 

生徒健全育成推進事業 中学校 400,000 円／校 

生徒進路指導対策事業 中学校 300,000 円／校 

部活動事業 
小学校 50,000 円／校 

中学校 27,500 円／部活動 

⑵ 中学校部活動数 

区 分 部活動数 区 分 部活動数 

西枇杷島中学校 13 部活動 新川中学校 14 部活動 

清洲中学校 16 部活動 春日中学校 10 部活動 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 

生徒健全育成推進事業（中学校４校） 1,600 千円 

生徒進路指導対策事業（中学校４校） 1,200 千円 

部活動事業 
小学校８校 400 千円 

中学校４校 1,458 千円 

 

３ 事業効果 

  学校活動に係る教材、備品を整備することで、道徳教育、情操教育、食育、環境

教育及び福祉教育などの充実を図り、学校教育の向上に貢献できる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 放課後子ども教室費 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

子育て支援の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

2,062 千円 
（±0 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

918 千円 0 千円 0 千円 0 千円 600 千円 544 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 
  少子化や核家族化の進行、就労形態の多様化及び家庭や地域の子育て機能、教
育力の低下など、子どもを取り巻く環境の変化を踏まえ、放課後などに子どもが
安心して活動できる場の確保を図るとともに、次世代を担う児童の健全育成を支
援する。 

 
２ 事業内容 
 ⑴ 放課後子ども教室運営委員会費 
   効果的な事業の運営に資するため、清須市放課後子ども教室運営委員会を開

催する。 
  ア 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 委員謝礼 60 千円 

 ⑵ 各小学校放課後子ども教室費 

小学校の余裕教室、体育館その他の施設を活用し、小学生１年生から３年生

までの児童の学習、スポーツ及び文化活動などを行う場所及び機会を提供する。 

  ア 各放課後子ども教室の事業費 

区 分 場 所 事業費 

西枇杷島小学校 普通教室 251 千円 

古城小学校 体育館 224 千円 

清洲小学校 体育館 494 千円 

清洲東小学校 体育館 216 千円 

新川小学校 普通教室 229 千円 

星の宮小学校 普通教室 154 千円 

桃栄小学校 多目的スペース 166 千円 

春日小学校 体育館 266 千円 

  イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 消耗品、児童用図書など 985 千円 

役務費 電話料金、保険料など 935 千円 
 
３ 事業効果 

  小学校の施設を活用して小学１年生から３年生までの放課後の安全で安心な居

場所を提供することにより、次世代を担う児童の健全育成を支援することができ

る。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 愛知朝鮮学園教育補助金（教育関係団体等補助金） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

70 千円 
（△10 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 70 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

学校法人愛知朝鮮学園に対し、幼児、児童及び生徒の民族教育を受ける権利の

保障を図るため、学園の運営に係る補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市愛知朝鮮学園教育補助金交付要綱の規定に基づき、学校法人愛知朝鮮学

園の申請により、学園に通園する市内在住の幼児、児童及び生徒を対象に学園に

対して、補助金を交付する。 

 ⑴ 補助額 

   １０，０００円／人 

 ⑵ 対象者 

区 分 対象者 

東春朝鮮初級学校 2 人 

名古屋朝鮮初級学校 1 人 

愛知朝鮮中高級学校 4 人 

合 計 7 人 

 ⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
愛知朝鮮学園教育補助金 70 千円 

 

３ 事業効果 

市内在住の幼児、児童及び生徒の民族教育を受ける権利を保障し、民族教育の

向上に寄与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 施設等利用費（私立学校等振興費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

子育て支援の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

146,153 千円 
（△52,567 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

109,056 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 37,097 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 
新制度未移行の私立幼稚園に幼児を就園させている保護者に対し、無償化のた

めの新たな施設等利用給付認定を行い、幼稚園の入園料及び授業料の利用者負担
額の上限月額を設けて無償化し、幼児教育の振興に寄与する。 

 
２ 事業内容 
⑴ 施設等利用費 

施設等利用給付認定保護者に対して、授業料及び入園料を支給する。 
ア 支給額 
  授業料及び入園料の全額（月額上限２５，７００円） 
イ 対象者（令和５年９月末見込み） 

  施設等利用給付認定を受けた幼児の保護者 ４６２名 
ウ 負担割合 
  国：１/２ 県：１/４ 市：１/４ 

⑵ 副食材料費 
 施設等利用給付認定保護者に対して、給食費のうち副食材料費を支給する。
（所得制限あり） 
ア 支給額 
  副食材料費の全額（月額上限４，５００円） 
イ 対象者（令和５年９月末見込み） 

区分 人数 

年収約３６０万円未満の世帯 42 人 

所得にかかわらず第３子以降（小学校３年生までを算定する） 19 人 

年収約４７０万円未満の世帯かつ第２子（市単独事業） 7 人 

合  計 68 人 

ウ 負担割合 

  国：１/３ 県：１/３ 市：１/３（一部市単独事業あり） 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 対象人数（見込み） 事業費 

扶助費 
施設等利用費 462 人 142,481 千円 

副食材料費 （内数）68 人 3,672 千円 

合   計 146,153 千円 
 
３ 事業効果 

  授業料等を支給することにより、私立幼稚園に就園する幼児の保護者の経済的負担

の軽減を図るとともに、幼稚園教育の振興に寄与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 私立高等学校授業料等補助金（私立学校等振興費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

3,502 千円 
（△498 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 3,502 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  私立高等学校などに在籍する生徒の保護者に対して授業料及び入学金の補助を

行うことにより、公私立高校間における保護者負担の格差是正を図り、もって教

育の機会均等などの原則を確保し、併せて私立学校教育の振興に寄与する。 

 

２ 事業内容 

  保護者の申請により、授業料及び入学金を対象に補助金を交付する。 

 ⑴ 補助額及び対象者 

  ア 所得制限 

    当該年度の市町村民税の課税標準に１００分の６を乗じて得た額から市町

村民税の調整控除額を控除した額が２７０，３００円未満の世帯 

  イ 補助額 

年額１８，０００円（上限）／人 

※愛知県授業料軽減補助金、愛知県入学納付金補助金、就学支援金の補助

を受給している場合、本人が授業料及び入学金として、負担している金

額まで補助金を交付 

  ウ 対象者（見込み） 

満額支給 一部支給 計 

164 人 55 人 219 人 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
私立高等学校授業料等補助金   3,502 千円 

 

３ 事業効果 

  私立高等学校などに在籍する生徒の保護者に対して授業料及び入学金の補助を

行うことにより、公私立高校間における保護者負担の格差是正を図ることができ

る。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 小学校管理費 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 01 学校管理費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

170,912 千円 
（＋53,640 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 2,934 千円 0 千円 0 千円 0 千円 167,978 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 
  円滑かつ効果的な小学校経営を推進するため、市立小学校を適正に管理運営す
る。 

 
２ 事業内容 
  学校長の学校管理計画により、小学校を適正に管理運営する。 
⑴ 児童数（見込み）及び事業費 

区 分 児童数 事業費 

西枇杷島小学校 554 人 23,531 千円 

古城小学校 431 人 20,438 千円 

清洲小学校 1,051 人 29,705 千円 

清洲東小学校 423 人 19,818 千円 

新川小学校 429 人 20,911 千円 

星の宮小学校 304 人 16,099 千円 

桃栄小学校 250 人 17,311 千円 

春日小学校 499 人 23,099 千円 

合 計 3,941 人 170,912 千円 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 53,065 千円 

ガス 32,221 千円 

水道 14,109 千円 

施設等修繕 4,020 千円 

委託料 

電気保安業務 1,993 千円 

受水槽、高架水槽等の清掃業務 2,068 千円 

施設警備業務 2,931 千円 

消防設備、エレベーター、ＬＡＮ機
器及び空調設備などの保守業務 

16,805 千円 

樹木管理業務及び薬剤散布業務など 8,005 千円 

使用料及び賃借
料 

大型提示装置賃借料など 31,185 千円 

備品購入費 児童用机及び椅子など 1,327 千円 
 
３ 事業効果 
  小学校を適正に管理運営することにより、円滑かつ効果的な小学校経営を維持
することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 小学校整備費 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 01 学校管理費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

173,939 千円 
（△699,783 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 118,000 千円 55,939 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 
児童が学習の場として、１日の大半を過ごす学校施設を衛生的で安全な場所と

するため、また学校間の施設及び設備の不均衡を是正するため、必要な工事など
を実施する。 
 

２ 事業内容 
児童数増加や３５人学級に対応するため、普通教室化改修工事を行う。また、

その他必要な工事を実施する。 
⑴ 施設等改修内容 

区 分 内 容 事業費 
西枇杷島小学校 普通教室化改修工事など 7,669 千円 
古城小学校 バスケットゴール取替工事など 4,879 千円 

清洲小学校 
普通教室化改修工事 33,712 千円 
外周フェンス取替工事 4,620 千円 

清洲東小学校 
普通教室化改修工事 75,800 千円 
変圧器等更新工事など 2,822 千円 

新川小学校 
インターホン更新工事 8,360 千円 
変圧器等更新工事など 2,866 千円 

星の宮小学校 体育館スクリーン取替工事 768 千円 
桃栄小学校 大便器排水管改修工事 1,144 千円 

春日小学校 
普通教室化改修工事 26,525 千円 
消火ポンプ更新工事 4,774 千円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 

普通教室化改修工事設計監理業務、
インターホン更新工事設計監理業
務、低濃度ＰＣＢ含有廃棄物収集運
搬・処分業務 

22,473 千円 

工事請負費 

普通教室化改修工事、バスケットゴ
ール取替工事、外周フェンス取替工
事、インターホン更新工事、変圧器
等更新工事、大便器排水管改修工事、
消火ポンプ更新工事など 

147,791 千円 

備品購入費 普通教室用什器 3,675 千円 

 
３ 事業効果 
  学校施設の安全性を確保し、機能向上を図ることにより、安全で安心な教育環
境を確保することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 小学校教育振興費 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

31,574 千円 
（△382 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 31,574 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  小学校児童の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献する。 

 

２ 事業内容 

  授業などで使う各種教材や学校図書を整備し、効果的な授業や学校活動に活用

する。 

⑴ 児童数（見込み）及び事業費 

区 分 児童数 事業費 

西枇杷島小学校 554 人 4,211 千円 

古城小学校 431 人 3,279 千円 

清洲小学校 1,051 人 8,650 千円 

清洲東小学校 423 人 4,161 千円 

新川小学校 429 人 3,262 千円 

星の宮小学校 304 人 2,312 千円 

桃栄小学校 250 人 1,902 千円 

春日小学校 499 人 3,797 千円 

合 計 3,941 人 31,574 千円 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
児童図書及び日誌など 23,825 千円 

学校新聞、通知表、賞状など 442 千円 

委託料 知能検査、プール運営業務 2,552 千円 

原材料費 苗、培養土及び肥料など 143 千円 

備品購入費 教材用備品など 596 千円 

負担金、補助及び

交付金 

日本スポーツ振興センター負担金な

ど 
3,813 千円 

 

３ 事業効果 

  道徳教育、情操教育、食育、環境教育、福祉教育などを充実し、学校教育の振興

を図ることにより、児童の豊かな心を育てることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 小学校入学祝品費（小学校入学卒業記念品費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

13,376 千円 
（＋2,437 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 13,376 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立小学校に入学する児童に対し、入学祝品を贈呈することにより、新入学を

祝福し、もって児童の学習意欲の増進を図る。 

 

２ 事業内容 

  新入学生に、ランドセル、安全帽子及び防犯ブザーを贈呈する。 

  なお、特別支援学校入学児童には、贈呈品一式分の金額を贈呈する。 

⑴ 対象者（見込み）及び事業費 

区 分 対象者 事業費 

西枇杷島小学校 104 人 2,043 千円 

古城小学校 66 人 1,296 千円 

清洲小学校 
181 人 

（うち特別支援学校1人） 
3,554 千円 

清洲東小学校 72 人 1,414 千円 

新川小学校 71 人 1,395 千円 

星の宮小学校 52 人 1,022 千円 

桃栄小学校 37 人 727 千円 

春日小学校 
98 人 

（うち特別支援学校1人） 
1,925 千円 

合 計 681 人 13,376 千円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 

ランドセル 12,138 千円 

安全帽子 825 千円 

防犯ブザー 413 千円 

 

３ 事業効果 

児童の学習意欲が増進し、登下校時の不審者対策や交通安全の意識の高揚につ

なげることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 小学校卒業記念品費（小学校入学卒業記念品費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,422 千円 
（△57 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,422 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立小学校を卒業する児童に対し、卒業記念品を贈呈することにより、卒業を

祝福し、もって児童の中学校での学習意欲の増進を図る。 

 

２ 事業内容 

  卒業生に、中学校での英語学習に活用する英和辞典等を贈呈する。 

 ⑴ 対象者（見込み）及び事業費 

区 分 対象者 事業費 

西枇杷島小学校 94 人 205 千円 

古城小学校 77 人 168 千円 

清洲小学校 186 人 406 千円 

清洲東小学校 74 人 162 千円 

新川小学校 63 人 138 千円 

星の宮小学校 44 人 96 千円 

桃栄小学校 46 人 101 千円 

春日小学校 67 人 146 千円 

合 計 651 人 1,422 千円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
英和辞典 790 千円 

証書ホルダー 632 千円 

 

３ 事業効果 

  児童の中学校進学に対する喜びや学習意欲が増進し、また、卒業する小学校へ

の感謝の心を育むことができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 小学校要・準要保護児童援助費（小学校就学援助費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

20,549 千円 
（△799 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

65 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 20,484 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  経済的な理由によって就学が困難な児童の保護者に対し、必要な援助を行うこ

とにより、義務教育の円滑な実施を図る。 

 

２ 事業内容 

  要保護者及び清須市教育委員会が定めた基準により認定を受けた準要保護者に

対し、援助費を支給する。（参考：生活保護法による受給者は３人） 

⑴ 援助品目、対象者（見込み）及び事業費 

区 分 給食費 
学用 

品費 

通学 

用品費 

校外 

活動費 

新入学

用品費 

修学 

旅行費 

野外 

活動費 
事業費 

西枇杷島 39人 39人 33人 39人 6人 8人 8人 2,977千円 

古城 44人 44人 37人 44人 7人 8人 7人 3,336千円 

清洲 52人 52人 43人 52人 9人 20人 10人 4,263千円 

清洲東 21人 21人 19人 21人 2人 4人 4人 1,530千円 

新川 39人 39人 31人 39人 8人 5人 9人 3,006千円 

星の宮 29人 29人 23人 29人 6人 5人 6人 2,269千円 

桃栄 23人 23人 20人 23人 3人 3人 6人 1,688千円 

春日 19人 19人 15人 19人 4人 3人 3人 1,480千円 

合 計 266人 266人 221人 266人 45人 56人 53人 20,549千円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 小学校要・準要保護児童援助費 20,549 千円 

 

３ 事業効果 

  援助を行うことにより、保護者の経済的負担の軽減と義務教育を均等に受ける

機会の確保を図ることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 小学校特別支援教育就学奨励費（小学校就学援助費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

3,140 千円 
（＋1,211 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

1,568 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,572 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立小学校の特別支援学級に通う児童を対象に、保護者が負担する経費の一部

を補助することにより、保護者の経済的負担の軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

  特別支援学級に通う児童及び通常の学級に就学する学校教育法施行令第２２条

の３に該当する児童の保護者に対し、世帯の収入額及び需要額の区分に応じ、補

助金を交付する。 

⑴ 援助品目、対象者（見込み）及び事業費 

区 分 給食費 
学用品費 

通学用品費 

校外 

活動費 

新入学 

用品費 

修学 

旅行費 

野外 

活動費 
事業費 

西枇杷島 13人 13人 13人 2人 2人 1人 472千円  

古城 6人 6人 6人 0人 1人 2人 197千円  

清洲 21人 21人 21人 6人 5人 3人 863千円  

清洲東 9人 9人 9人 2人 3人 1人 365千円  

新川 7人 7人 7人 1人 0人 4人 245千円  

星の宮 8人 8人 8人 4人 1人 2人 365千円  

桃栄 5人 5人 5人 0人 1人 2人 167千円  

春日 10人 10人 10人 6人 0人 2人 466千円  

合 計 79人 79人 79人 21人 13人 17人 3,140千円  

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 
小学校特別支援教育就学奨励費補助

金 
3,140 千円 

 

３ 事業効果 

  特別支援学級に通う児童等の保護者を支援することにより、保護者の経済的負

担の軽減と義務教育を均等に受ける機会の確保を図ることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 中学校管理費 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 01 学校管理費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

94,436 千円 
（＋34,919 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 1,399 千円 0 千円 0 千円 23 千円 93,014 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  円滑かつ効果的な中学校経営を推進するため、市立中学校を適正に管理運営す

る。 

 

２ 事業内容 

  学校長の学校管理計画により、中学校を適正に管理運営する。 

 ⑴ 生徒数（見込み）及び事業費 

区 分 生徒数 事業費 

西枇杷島中学校 439 人 23,397 千円 

清洲中学校 669 人 28,606 千円 

新川中学校 532 人 25,357 千円 

春日中学校 240 人 17,076 千円 

合 計 1,880 人 94,436 千円 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 31,386 千円 

ガス 19,629 千円 

水道 5,396 千円 

施設等修繕 2,500 千円 

委託料 

電気保安業務 1,447 千円 

受水槽、高架水槽の清掃業務など 849 千円 

施設警備業務 1,342 千円 

消防設備、エレベーター、ＬＡＮ機

器及び空調設備などの保守業務 
9,138 千円 

樹木管理業務及び薬剤散布業務など 4,937 千円 

使用料及び賃借

料 
大型提示装置賃借料など 15,158 千円 

備品購入費 生徒用机及び椅子など 1,366 千円 

 

３ 事業効果 

  中学校を適正に管理運営することにより、円滑かつ効果的な中学校経営を維持

することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 中学校整備費 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 01 学校管理費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

116,688 千円 
（△362,764 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 82,000 千円 34,688 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 
生徒が学習の場として、１日の大半を過ごす学校施設を衛生的で安全な場所と

するため、また学校間の施設及び設備の不均衡を是正するため、必要な工事など
を実施する。 

 
２ 事業内容 
  生徒数増加に対応するため、普通教室化改修工事を行う。また、その他必要な
工事を実施する。 
⑴ 対象校 

区 分 内 容 事業費 

西枇杷島中学校 変圧器等更新工事など 4,241 千円 

清洲中学校 

普通教室化改修工事 75,283 千円 

体育館平屋根防水改修工事 17,171 千円 

消火ポンプ更新工事 7,403 千円 

防球ネット改修工事 1,760 千円 

新川中学校 
変圧器等更新工事など 2,514 千円 

体育館スクリーン取替工事 1,760 千円 

春日中学校 インターホン更新工事 6,556 千円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 

普通教室化改修工事設計監理業務、

体育館平屋根防水改修工事設計監理
業務、インターホン更新工事設計監
理業務、低濃度ＰＣＢ含有廃棄物収
集運搬・処分業務 

13,386 千円 

工事請負費 

普通教室化改修工事、変圧器等更新
工事、体育館平屋根防水改修工事、
消火ポンプ改修工事、防球ネット改
修工事、体育館スクリーン取替工事、
インターホン更新工事 

100,936 千円 

備品購入費 普通教室用什器 2,366 千円 

 

３ 事業効果 
  学校施設の安全性を確保し、機能向上を図ることにより、安全で安心な教育環
境を確保することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 中学校教育振興費 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

18,571 千円 
（△181 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 18,571 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  中学校生徒の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献する。 

 

２ 事業内容 

  授業などで使う各種教材や学校図書を整備し、効果的な授業や学校活動に活用

する。 

⑴ 生徒数（見込み）及び事業費 

区 分 生徒数 事業費 

西枇杷島中学校 439 人 4,333 千円 

清洲中学校 669 人 6,610 千円 

新川中学校 532 人 5,261 千円 

春日中学校 240 人 2,367 千円 

合 計 1,880 人 18,571 千円 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 部活動外部講師謝金など 130 千円 

需用費 
補助教材など 12,517 千円 

卒業証書及び学校文集など 643 千円 

委託料 知能検査 302 千円 

使用料及び賃借

料 

愛日大会及び地区大会バス借上料な

ど 
1,770 千円 

備品購入費 教材用品、指導書備品など 982 千円 

負担金、補助及び

交付金 

日本スポーツ振興センター部活動登

録料など 
2,017 千円 

 

３ 事業効果 

  道徳教育、情操教育、食育、環境教育、福祉教育などを充実し、学校教育の振興

を図ることにより、生徒の豊かな心を育てることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 中学校卒業記念品費（中学校卒業記念品費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,087 千円 
（＋59 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,087 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

中学校を卒業する生徒に対し、卒業記念品を贈呈することにより、卒業を祝福

し、もって母校への感謝の心と地域への愛着心を醸成する。 

 

２ 事業内容 

⑴ 対象者（見込み）及び事業費 

区 分 対象者 事業費 

西枇杷島中学校 153 人 271 千円 

清洲中学校 211 人 374 千円 

新川中学校 173 人 307 千円 

春日中学校 76 人 135 千円 

合 計 613 人 1,087 千円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
はんこ（ケース付き） 493 千円 

証書ホルダー 594 千円 

 

３ 事業効果 

慣れ親しんだ地元での学校生活を終え、母校への感謝の心と地域への愛着心を

醸成することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 中学校要・準要保護生徒援助費（中学校就学援助費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

22,985 千円 
（＋401 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

155 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 22,830 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  経済的な理由によって就学が困難な生徒の保護者に対し、必要な援助を行うこ

とにより、義務教育の円滑な実施を図る。 

 

２ 事業内容 

要保護者及び清須市教育委員会が定めた基準により認定を受けた準要保護者に

対し、援助費を支給する。（参考：生活保護法による受給者は５人） 

⑴ 援助品目、対象者（見込み）及び事業費 

区 分 給食費 
学用 

品費 

通学 

用品費 

校外 

活動費 

新入学

用品費 

修学 

旅行費 

野外 

活動費 
事業費 

西枇杷島 43人 43人 31人 43人 12人 14人 17人 5,402千円  

清洲 49人 49人 36人 49人 13人 19人 19人 6,291千円  

新川 66人 66人 46人 66人 20人 22人 25人 8,418千円  

春日 22人 22人 16人 22人 6人 9人 9人 2,874千円  

合 計 180人 180人 129人 180人 51人 64人 70人 22,985千円  

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 中学校要・準要保護生徒援助費 22,985 千円 

 

３ 事業効果 

  援助を行うことにより、保護者の経済的負担の軽減と義務教育を均等に受ける

機会の確保を図ることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 中学校特別支援教育就学奨励費（中学校就学援助費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,374 千円 
（△2 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

685 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 689 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立中学校の特別支援学級に通う生徒を対象に、保護者が負担する経費の一部

を補助することにより、保護者の経済的負担の軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

特別支援学級に通う生徒及び通常の学級に就学する学校教育法施行令第２２条

の３に該当する生徒の保護者に対し、世帯の収入額及び需要額の区分に応じ、補

助金を交付する。 

⑴ 援助品目、対象者（見込み）及び事業費 

区 分 給食費 
学用品費 

通学用品費 

校外 

活動費 

新入学

用品費 

修学 

旅行費 

野外 

活動費 
事業費 

西枇杷島 5人 5人 5人 2人 1人 2人 310千円  

清洲 10人 10人 10人 2人 1人 7人 528千円  

新川 5人 5人 5人 4人 0人 1人 345千円  

春日 3人 3人 3人 1人 1人 1人 191千円  

合 計 23人 23人 23人 9人 3人 11人 1,374千円  

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 
中学校特別支援教育就学奨励費補助

金 
1,374 千円 

 

３ 事業効果 

  特別支援学級に通う生徒の保護者を支援することにより、保護者の経済的負担

の軽減と義務教育を均等に受ける機会の確保を図ることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 西枇杷島第１幼稚園費 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

子育て支援の充実 

款 10 教育費 項 04 幼稚園費 目 01 幼稚園管理費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

8,341 千円 
（＋555 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 340 千円 8,001 千円 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  園児の安全な活動の場を確保するとともに、円滑かつ効果的な幼稚園経営を推

進するため、西枇杷島第１幼稚園を適正に管理運営する。 

 

２ 事業内容 

⑴ 西枇杷島第１幼稚園管理費 

園長の幼稚園管理計画により、幼稚園を適正に管理運営をする。 

  ア 園児数（見込み） 

５歳児 ４歳児 ３歳児 計 

42 人 38 人 40 人 120 人 

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気、ガス、水道及び各種医薬品な

ど 
3,136 千円 

役務費 樹木剪定など 541 千円 

委託料 
非常通報装置保守及びダムウェー

ター保守点検業務など 
824 千円 

使用料及び賃借

料 
テレビ受信料など 37 千円 

備品購入費 ポータブルアンプ 185 千円 

⑵ 西枇杷島第１幼稚園教育振興費 

園児の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献する。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 安全帽など 765 千円 

備品購入費 園児用机 96 千円 

負担金、補助及

び交付金 
日本スポーツ振興センター負担金 39 千円 

 

３ 事業効果 

  円滑かつ効果的な幼稚園経営をすることにより、地域の発展と教育の向上に寄

与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 生涯学習推進費（生涯学習推進費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

生涯学習の充実 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,416 千円 
（＋71 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

104 千円 0 千円 0 千円 0 千円 419 千円 893 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

多様化する市民のニーズに応え、生涯に渡り充実した学習活動を提供すること

で、成果を生活・社会に還元し、学ぶよろこびや生きがいを育む。 

  また、行政、地域、学校、家庭が連携し、子どもたちが有意義に時間を過ごせる

よう努める。 

 

２ 事業内容 

⑴ 土曜子ども教室（１４教室・１６コース） 

   子どもたちが安心して体験・活動ができる場として、サタデーキッズクラブ

を開催する。 

内 容 回 数 延べ参加者見込み 

サタデーキッズクラブ 29 回 770 人 

⑵ 生涯学習講座（２５講座） 

ア 家庭（家庭に役立つ技能についての講座） 

内 容 回 数  

天文開放 12 回 360 人 

はじめての手打ち蕎麦 2 回 24 人 

はじめての、はちみつテイスティン

グ講座 
2 回 24 人 

合 計 16 回 408 人 

  イ 現代的課題（現代社会や環境についての講座） 

内 容 回 数 延べ参加者見込み 

気象学講座 3 回 120 人 

今はじめる家計のコロナ対策講座 1 回 20 人 

合 計 4 回 140 人 

ウ 歴史（地域文化や歴史についての講座） 

内 容 回 数 延べ参加者見込み 

文化財講座 4 回 160 人 

初めて読む古文書講座 4 回 120 人 

山車文化魅力発見講座 2 回 60 人 

合 計 10 回 340 人 
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生

涯

学

習

課 

エ 親子（親子のふれあいを支援する講座） 

内 容 回 数 延べ参加者見込み 

英語であそぼ♪ 4 回 80 人 

絵本｢ぐりとぐら｣のカステラ作り 2 回 24 人 

光と色で遊ぼう！LED 学習 1 回 20 人 

レゴロボットプログラミング講座 2 回 20 人 

和菓子をつくってみよう 2 回 24 人 

親子で遊びながら学ぶ大事なお金

の講座 
2 回 40 人 

合 計 13 回 208 人 

オ 教養（知識や教養を身につける講座） 

内 容 回 数 延べ参加者見込み 

天文教室  10 回 150 人 

スペイン語入門 5 回 100 人 

清須アートラボ 10 回 150 人 

文芸講座｢万葉集｣の魅力 3 回 120 人 

くらしの英会話 5 回 150 人 

メディカルアロマを学ぶ 2 回 48 人 

合 計 35 回 718 人 

カ 趣味（余暇の時間を楽しむ講座） 

内 容 回 数 延べ参加者見込み 

苔テラリウム作り 1 回 20 人 

リボンレイで編み込み小物 2 回 40 人 

トールペイント講座 2 回 30 人 

ボードゲーム講座 2 回 32 人 

ビーズ刺繍講座 2 回 30 人 

合 計 9 回 152 人 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 各教室などの講師謝金 722 千円 

需用費 

色上質紙など 84 千円 

講師用お茶 18 千円 

生涯学習講座の案内印刷代（全戸配

布） 
526 千円 

役務費 郵送料 12 千円 

委託料 サタデーキッズ講師 54 千円 

 

３ 事業効果 

  多様化する市民の学習ニーズに応えた各教室等を開催することにより、自主性

や創造性、社会性が身につき、学んだことが生活に生かされ、ゆとりのある心を

作り出すことに寄与することができる。 

  また、学びの場を提供することで、仲間づくり・地域の結びつきを強め、生き

生きとした地域づくりに貢献する人材を育成し、土曜子ども教室（サタデーキッ

ズクラブ）を開催することで、郷土文化や社会に触れ、子どもたちの豊かな心や

たくましさなどの生きる力を育むことができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 男女共同参画社会推進費（男女共同参画社会推進費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

男女共同参画社会の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

424 千円 
（△20 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 424 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わりなく、

その個性と能力を十分に発揮することができる社会の実現を図るため、家庭、地
域、職場などあらゆる分野において男女が互いに理解し、「みんなが認め合う男女
共同参画社会をめざして」を基本理念に掲げ、推進できるように努める。 

 
２ 事業内容 
⑴ 男女共同参画推進懇話会 
  第２次清須市男女共同参画プランに基づき、男女共同参画社会の形成に関す
る施策の企画及びその推進についての意見を聴取するため、年２回（８月及び
２月を予定）懇話会を開催する。 

⑵ 男女共同参画講演会 
  ア 開催月（予定） 

 １０月 
  イ 講師 

 未定 
  ウ 場所 

 清洲市民センター 
エ 参加者（見込み） 
 ３７０人 

  オ 関係団体 
 清須市男女共同参画えみの会、清須市女性の会、清須市商工会（女性部）、

清須市母子寡婦福祉協会、清須市子育てネットワーカーふゎふゎ、清洲おや
じの会（清洲中学校）及び桃栄小Ｐおやじの会 

 ⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 懇話会委員報償金 133 千円 

需用費 
消耗品費など 5 千円 

講師、懇話会会議用お茶 3 千円 

役務費 
郵送料 3 千円 

講演会講師派遣 280 千円 

 
３ 事業効果 

男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会の実現に向けた啓発
を行うことにより、市民の意識の高揚と男女共同参画社会づくりの促進を図るこ
とができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 女性の会補助金（男女共同参画社会推進費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

男女共同参画社会の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,130 千円 
（△135 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,130 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

文化教養を高めるとともに社会奉仕の意識向上を図るため、清須市女性の会に

対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

  清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、女性の会へ補助金を交

付する。 

⑴ 会員数（令和４年１０月１日現在） 

区 分 会員数 

西枇杷島地区 64 人 

清洲地区 193 人 

新川地区 234 人 

合 計 491 人 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
清須市女性の会補助金 1,130 千円 

 ⑶ 女性の会が実施する主な事業 

ア 女性の文化教養を高めるための事業 

  イ 社会の福祉に貢献する事業に対する協力 

  ウ 各種ボランティア活動 

  エ 健康教室 

 

３ 事業効果 

  文化教養を高めるとともに、社会奉仕の意識向上を積極的に展開する女性の会

の活動を支援、協力することにより、女性の幅広い視野と社会参加の意識を高め、

生涯を通じて生きがいのある心豊かな生活を育むことに寄与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 家庭教育推進費（家庭教育推進費） 

政策体系  
子育てのしやすいまちをつくる 

青少年健全育成の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,225 千円 
（＋4 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,225 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  家庭教育のあり方に検討を加えるとともに、家庭教育を個々の問題として考え

るだけでなく、社会的連帯に基づく地域ぐるみの活動に発展するように努める。 

 

２ 事業内容 

  家庭の日の普及と啓発の取組みの一環として、子どもの健やかな成長を願い、

家族が顔を合わせ、ふれあいを深めるための事業を実施する。 

⑴ 家庭教育推進連絡協議会の開催（年２回） 

家庭環境の変化により、家庭や地域の教育力が低下しつつある中で、家庭教

育の推進、相互理解を深める。 

⑵ 家庭の日事業 

   小学校８校へ家庭の日啓発書道作品の提出を依頼し、全児童に標語入り啓発

資材を配布する。入賞作品は、清洲市民センターロビーに１か月間展示する。 

⑶ 親子ふれあい広場（前期２回、後期２回）、リトミック・ヨガ・バランスボー

ル（各１回） 

  清須市子育てネットワーカー（ふゎふゎ）に委託をし、子育て交流の場を設

け、未就園児とその親の子育てをサポートする。 

⑷ 家庭教育推進事業 

 小学校８校及び家庭教育支援チーム（チームＭＯＭＯ）に委託して実施する。 

⑸ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 家庭教育推進連絡協議会委員報償金 172 千円 

需用費 
家庭の日事業にかかる半紙など 259 千円 

協議会会議用お茶 4 千円 

委託料 家庭教育推進事業など 790 千円 

 

３ 事業効果 

家庭教育についての学習活動や親子ふれあい活動などに取り組み、実践的な子

育てに結びつく家庭教育の充実を図ることができる。 

また、行政、地域、学校、家庭との連携を図り、地域の子どもが触れあう機会を

充実させることで、子どもの自立を育むことができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 地域学校協働活動推進費 

政策体系  
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

659 千円 
（±0 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

138 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 521 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  未来を担う子どもたちを健やかに育むため、地域と学校双方向の連携・協働を

目指し、幅広い地域住民の参画により、地域全体で子供たちの学びや成長を支え

る地域学校協働活動を推進する。 

 

２ 事業内容 

地域と学校をつなぐコーディネーターとしての役割を果たすものとして、統括

的な地域学校協働活動推進員（１人）を始め地域学校協働活動推進員（２４人）

を各校に配置し、地域の実情に応じた学校と地域の双方向の連携・協働を、地域

のボランティアとともに実施する。 

 ⑴ 地域学校協働活動推進員報酬 

  ア 推進員数 

    ２５人 

  イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報酬 地域学校協働活動推進員報酬 520 千円 

 ⑵ 地域学校協働本部費 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 ボランティア養成講座講師謝金 14 千円 

需用費 ボランティア養成講座消耗品など 37 千円 

役務費 
郵送料 4 千円 

ボランティア活動保険料など 84 千円 

 

３ 事業効果 

地域と学校双方向の連携・協働を目指し、幅広い地域住民の参画により、地域

の大人が多く関わり、子どもたちにとって多様な体験、経験の機会の増加、コミ

ュニケーション能力の向上の効果が期待できる。 

また、地域住民が自らの知識や経験を生かす場が広がり、地域の繋がりや教育

力の向上など、地域全体で子供たちの学びや成長を支える地域学校協働活動の推

進を図ることができる。 

 

- 298 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 青少年健全育成大会開催費（青少年健全育成費） 

政策体系  
子育てのしやすいまちをつくる 

青少年健全育成の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

243 千円 
（△9 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 243 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

青少年の健全育成の重要性について市民一人ひとりの認識を深め、家庭、学校、

地域社会などが連携協力して青少年の健全育成に取り組むことができるよう、青

少年健全育成の推進を図る。 

 

２ 事業内容 

⑴ 青少年健全育成大会（７月） 

   社会福祉課とタイアップし、青少年健全育成大会を開催する。 

ア 意見発表 

小学校ＰＴＡ会長 

イ 講師 

 鎌田 敏 氏 

ウ 決議文朗読 

エ 出席者（予定） 

３５０人（幼稚園・小中学校のＰＴＡ、保育園・女性の会・子ども会の役

員、交通安全協会・防犯協会・保護司協議会・更生保護女性会の会員、少年補

導委員会・民生児童委員連絡協議会・人権委員会・社会教育委員会・家庭教

育推進連絡協議会の委員など） 

 ⑵ 啓発活動 

ア 市内７か所に青少年健全育成大会決議文の看板を設置し、啓発に努める。 

  イ 広報清須で青少年の非行問題に取り組む県民運動、暴走族追放運動及び家

庭の日運動を掲載し、啓発する。 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

啓発資材など 21 千円 

来賓・講師用お茶 1 千円 

プログラム印刷代 68 千円 

役務費 
郵送料 3 千円 

講演会講師派遣 150 千円 

 

３ 事業効果 

  青少年健全育成大会を開催することにより、家庭、学校、各種機関、地域社会

などが連携協力して青少年の健全育成活動を展開することができる。 

 

- 299 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 平和学習推進費（青少年健全育成費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

生涯学習の充実 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,375 千円 
（＋86 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,375 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  非核三原則の堅持と恒久平和の実現を願うため、次代を担う若い世代が核兵器

の恐ろしさ、戦争の悲惨さ、平和の尊さについて考え、学び、伝えていく。 

 

２ 事業内容 

⑴ 市立小学校児童平和推進派遣研修 

市立小学校６年生児童の代表を広島市へ派遣し、平和記念式典に参加する。 

 ア 期日 

令和５年８月５日（土）～６日（日） 

  イ 参加予定者 

区 分 人 数 区 分 人 数 

６年生児童 24 人 事務局 1 人 

引率教諭 4 人 添乗員 1 人 

  合 計 30 人 

 ⑵ 普及啓発 

平和を願う折り鶴・書道作品、「ヒロシマ・ナガサキ原爆と人間」のパネルを

展示する。 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

旅費 引率者普通旅費 22 千円 

需用費 
広島平和記念式典参加者記念品など 160 千円 

平和文集印刷代 93 千円 

役務費 

郵送料 1 千円 

保険料（傷害保険・旅行変更保険）

など 
21 千円 

委託料 広島派遣研修 1,078 千円 

 

３ 事業効果 

市立小学校６年生児童の代表者を広島市で開催される平和記念式典へ派遣し、

また、全ての児童・生徒が平和を願う折り鶴（小・中学生対象）や平和を願う書道

（６年生対象）の作成を通じて、命の大切さや平和の尊さを学ぶことができる。 

また、折り鶴・書道作品及びパネルを市立図書館に展示することで、市民に平

和の尊さを啓発することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 二十歳のつどい開催費（青少年健全育成費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

青少年健全育成の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,277 千円 
（△208 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,277 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  二十歳を迎える青年を祝い励まし、大人としての自覚を高めるとともに、今後

の積極的な社会参加を促すため、「清須市二十歳のつどい」を開催する。 

 

２ 事業内容 

 二十歳を迎える青年で組織する実行委員会を立ち上げ、アトラクションの内容

を検討し、当日は式典などの進行を行う。 

⑴ 日時 

 令和６年１月６日（土）午前の部 午前１１時から 

            午後の部 午後２時から 

⑵ 場所（市内２施設） 

清洲市民センター及びカルチバ新川 

 ⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

花代及び記念品代など 924 千円 

実行委員会会議、リハ用お茶 4 千円 

案内はがき 99 千円 

役務費 
郵送料 12 千円 

吊看板書換 66 千円 

委託料 駐車場整理業務など 63 千円 

使用料及び賃借

料 
カルチバ新川会場借上料 109 千円 

 

３ 事業効果 

  二十歳を迎える青年で組織する実行委員会が中心となって準備を進めることに

より、特色を生かしたアイデアあふれる取組みがなされ、青年を祝い励ます式に

するとともに、協力者である大人の祝福に応えようとする若者を育て、地域への

愛着を一層育み、もって地域の活性化につなげることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 青少年団体補助金（青少年健全育成費） 

政 策 体 系 
子育てのしやすいまちをつくる 

青少年健全育成の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

162 千円 
（±0 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 162 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

地域社会において、青少年の健全育成のために活動するボーイスカウト清須第

１団に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、ボーイスカウト清須第

１団へ補助金を交付する。 

⑴ 団員数（令和４年１０月１日現在） 

６６人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
ボーイスカウト清須第１団補助金 162 千円 

 ⑶ ボーイスカウト清須第１団が協力を予定している主な市の事業 

  ア 緑の羽根共同募金活動（４月） 

  イ 河川環境美化実践活動奉仕（５月） 

  ウ 河川環境美化実践活動奉仕（９月） 

  エ 赤い羽根共同募金活動（１０月） 

   

３ 事業効果 

心身ともに健全な青少年の育成と教育のために活動しているボーイスカウト清

須第１団の活動を支援、協力することにより、次代を担う青少年の成長を助長し、

社会環境の浄化と明るい地域社会づくりに寄与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 国際交流協会補助金（国際交流推進費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

国際交流の振興 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

400 千円 
（±0 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 400 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

国際交流活動を積極的に展開する清須市国際交流協会に対し、補助金を交付す

る。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、清須市国際交流協会へ

補助金を交付する。 

⑴ 会員数（令和４年１０月１日現在） 

  ア 法人会員 

    ３９団体 

  イ 個人会員 

    ２４８人 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
清須市国際交流協会補助金 400 千円 

 ⑶ 清須市国際交流協会が実施する主な事業 

  ア 交流事業 

ホームステイ・ビジット、きよす国際交流まつり 

  イ 国際理解講座 

  ウ 食文化講座 

外国料理の食文化体験、外国料理教室 

  エ 広報事業  

ポスター・チラシ・会報発行、ホームページの運営 

  オ 語学 

外国語教室、日本語教室 

 

３ 事業効果 

国際交流活動を積極的に展開する清須市国際交流協会の活動を支援、協力する

ことにより、市民参加による国際交流の進展に寄与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 文化活動費（文化振興費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

文化・芸術活動の振興 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

5,146 千円 
（＋11 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 5,146 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
地域において伝承されている祭礼行事、民俗芸能などを継承するため、伝統文

化の活動に対する支援を行う。 
 
２ 事業内容 
 ⑴ 納涼盆踊り 

市民の親睦と活力ある地域づくりを推進するため、盆踊りを開催する。 
開催月 場 所 延べ参加者（見込み） 

８月 清洲城広場 2,000 人 
⑵ 清須市文化協会カラオケ発表会 

   清須市文化協会カラオケ関係部門会員の出演によるカラオケ発表会を開催
し、市民にカラオケ文化への関心を高める。 

開催月 場 所 参加者（見込み） 
９月 カルチバ新川 300 人 

 ⑶ 清須市文化展 
清須市文化協会展示関係部門会員や市民の出品による文化展を開催する。 

開催月 場 所 延べ参加者（見込み） 
１１月（２日間） ＡＲＣＯ清洲 3,000 人 

 ⑷ 清須市芸能発表会 
   清須市文化協会芸能部門会員の出演による芸能発表会を開催し、市民に芸能

文化活動への関心を高める。 
開催月 場 所 延べ参加者（見込み） 

１１月（２日間） 清洲市民センター 600 人 
 ⑸ 囲碁・将棋大会 
   市民の囲碁や将棋愛好者の参加による大会を開催する。 

開催月 場 所 参加者（見込み） 
１月 清洲市民センター 60 人 

 ⑹ 芸術劇場 
   市民のための芸術鑑賞会などを開催する。 

開催月 場 所 参加者（見込み） 
２月 清洲市民センター 300 人 

 ⑺ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

役務費 出演者派遣料など 333 千円 

委託料 各事業開催業務 4,699 千円 
 
３ 事業効果 

文化、芸術事業の開催、文化団体の育成などを通じて、市民に優れた文化、芸
術鑑賞、参加による地域づくり、日頃の文化活動の成果の発表機会の充実を推進
することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 歴史文化振興費（文化振興費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

文化・芸術活動の振興 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

306 千円 
（△2 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 306 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

市内に残る歴史的資源及び伝統文化の記録、保存、活用などに関する事業を行

い、地域の歴史・文化の普及と継承に寄与することにより、地域文化の振興を図

る。 

 

２ 事業内容 

清須市内には、歴史的・文化的資産が数多く存在する。膨大に存在するこれら

の文化財について、資料調査や目録の作成を行い、適切な保存・管理を行う。 

⑴ 歴史文化振興員 

   清須市の歴史・文化に関する事柄について、地域の歴史と文化の調査研究、

文化財（文献資料、考古資料、民具資料など）の収集・整理・保管業務や市立図

書館内に設置された歴史資料展示室の企画・運営などに従事する。 

 ⑵ 文化財の整理・保管場所 

春日公民館内 

 ⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 古文書ケースなど 265 千円 

役務費 郵送料など 6 千円 

使用料及び賃借

料 
電子計算機借上料 35 千円 

 

３ 事業効果 

  資料の整理により、文化財の適切な保存・管理が可能となり、市民や対外的に

市の貴重な文化財として歴史・文化を発信することが期待できる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 文化協会補助金（文化振興費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

文化・芸術活動の振興 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,743 千円 
（△378 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,743 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

芸能文化活動を通じて、明るく、楽しく健康で豊かな生活を創造するとともに、

市の芸能文化の発展を積極的に展開する清須市文化協会に対し、補助金を交付す

る。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、清須市文化協会へ補助

金を交付する。 

 ⑴ 加入クラブ及び会員数（令和４年１０月１日現在） 

  区 分 会員数 

クラブ数 
１０人以上 39 クラブ 

１０人未満 36 クラブ 

会員数 830 人 

合 計 75 クラブ、830 人 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
清須市文化協会補助金 1,743 千円 

 ⑶ 清須市文化協会が実施する主な事業 

  ア 文協だよりの発行 

  イ 会員相互の連絡協調と運営改善指導 

  ウ 県文化協会事業との協働 

  エ 清須音頭の普及（各コミュニティへの踊り、太鼓指導） 

  オ 保育園、幼稚園、小・中学校への芸能指導者派遣 

 

３ 事業効果 

市の芸能文化の発展を積極的に展開する清須市文化協会の活動を支援、協力す

ることにより、市民が明るく、楽しく健康で豊かな生活を創造することに寄与す

ることができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 清洲市民センター費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

生涯学習の充実 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 02 公民館費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

32,798 千円 
（＋5,104 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 2,429 千円 0 千円 0 千円 1 千円 30,368 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

生涯学習へのニーズが高まる中、市民の生涯学習、文化、情報の発信の場所、

多くの市民の生きがい施設として、市民の誰もが楽しく利用できる施設の管理運

営に努める。 

 

２ 事業内容 

⒧ 清洲市民センター管理費 

生涯学習発信の場として、市民のニーズを的確にとらえ、利用しやすい施設

を目指し、利用者の増加を図る。 

  ア 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 397 千円 

電気 9,111 千円 

ガス 4,287 千円 

上下水道 464 千円 

修繕料 400 千円 

委託料 

館内清掃業務及び警備業務など 8,740 千円 

消防設備などの保守業務 3,926 千円 

市民センターなどの受付管理業務 2,568 千円 

建築基準法第１２条に基づく定期

調査・検査報告業務 
496 千円 

樹木等管理業務 435 千円 

使用料及び賃借

料 

市民センター駐車場土地借上料 516 千円 

複写機及び印刷機などの器具使用

料 
885 千円 

 ⑵ 清洲市民サービスセンターの配置 

   住民票など各種証明書発行業務を行うため、清洲市民サービスセンターを配

置する。 

 

３ 事業効果 

市民の生涯学習や健康の維持・増進、また文化的な市民生活の活性化の場とし

て利用することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 春日公民館費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

生涯学習の充実 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 02 公民館費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

220,770 千円 
（＋92,006 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

3,897 千円 2,244 千円 0 千円 140,000 千円 220 千円 74,409 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
生涯学習へのニーズが高まる中、市民の生涯学習、文化、情報の発信の場所、

多くの市民の生きがい施設として、市民の誰もが楽しく利用できる施設の管理運
営に努める。 

 
２ 事業内容 
⒧ 春日公民館管理費 

生涯学習発信の場として、市民のニーズを的確にとらえ、利用しやすい施設
を目指し、利用者の増加を図る。 
ア 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 333 千円 
電気 9,149 千円 
ガス 231 千円 
水道 218 千円 
修繕料 300 千円 

委託料 

館内清掃業務及び警備業務など 9,659 千円 
消防設備などの保守業務 8,303 千円 
春日公民館受付管理業務など 2,628 千円 
建築基準法第１２条に基づく定期
調査・検査報告業務 

498 千円 

使用料及び賃借
料 

春日公民館駐車場敷地借上料 5,706 千円 
複写機及び印刷機などの器具使用
料 

1,135 千円 

⑵ 春日公民館整備費 
大ホールの天井は、東日本大震災以降に改正された建築基準法の特定天井

に該当し、国の新たな耐震基準に対応するための改修等を行う。 
ア 整備内容 

ホールの吊り天井の改修、照明器具のＬＥＤ化、内壁タイル剥落防止措置、
ホワイエ等ガラス飛散防止フィルム貼付などの改修。 

  イ 支出科目 
区 分 内 容 事業費 

委託料 
大ホール特定天井改修工事に係る
監理業務 

6,100 千円 

工事請負費 大ホール特定天井改修等工事 176,000 千円 
 
３ 事業効果 
  市民の生涯学習や健康の維持・増進、また文化的な市民生活の活性化の場とし
て利用することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 文化財保護事業費（文化財保護費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

文化財保護の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

232 千円 
（±0 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 232 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

文化財を保存し、その活用を図ることで、市民の文化的向上に資するとともに、

文化の進歩に貢献する。 

 

２ 事業内容 

市内全域に存在する様々な文化財を保護し、適切な状況で継承、保存する。 

また、文化財講座などを開催する。 

⑴ 文化財講座 

回 数 延べ参加者（見込み） 

4 回 160 人 

 ⑵ 文化財講演会 

回 数 延べ参加者（見込み） 

1 回 150 人 

⑶ 届出の受理など 

埋蔵文化財の発掘に係る届出の受理などを行う。 

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
文化財講座及び文化財講演会講師謝

金 
80 千円 

需用費 講演会チラシ印刷代 19 千円 

役務費 文化財講座講師派遣 10 千円 

委託料 検見塚草刈業務 123 千円 

 

３ 事業効果 

  市内全域に存在する様々な文化財を保護し、文化財講座などを開催することに

より、郷土の文化財の素晴らしさを再発見し、地域の歴史や文化に対する理解や

文化財保護の意識を高めることができる。 

 

- 309 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 指定文化財補助金（文化財保護費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

文化財保護の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

15,579 千円 
（△645 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 15,579 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
市が指定をした文化財を対象とし、修理費、管理費、保存施設の整備費に係る

費用及び公開に係る費用に対し、補助金を交付する。 
 
２ 事業内容 
  清須市指定文化財補助金交付要綱等の規定により、補助金を交付する。 
⑴ 指定文化財修理補助金（上限１，０００千円、山車は６両で１０，０００千円） 

指定文化財所有者からの申請により、修理に対する補助金を交付する（事業
費の５分の４以内）。 

区 分 件数（見込み） 
有形民俗文化財（山車） 6 件 

⑵ 指定文化財公開補助金（１件につき上限１００千円） 
祭礼など、指定文化財を市教育委員会の要請により公開する場合に、所有者

に対し、補助金を交付する（補助額は、公開の方法により異なる）。 
区 分 件数（見込み） 

有形民俗文化財（山車） 6 件 
⑶ 指定文化財管理補助金（１件につき３０千円） 

指定文化財の所有者に対し、保存及び維持のための補助金を交付する。 
区 分 件 数 

有形文化財、有形民俗文化財（山車）
及び天然記念物 

18 件 

⑷ 保存施設整備費補助金 
  橋詰町王義之車を所有する橋詰町に対し、山車の適切な保管のため、山車蔵
整備にかかる補助金を交付する。 

⑸ 西枇杷島町山車保存会運営補助金（５０千円） 
   指定文化財である山車の適切な管理・運営のため、清須市生涯学習関係団体

補助金交付要綱の規定により、西枇杷島町山車保存会に補助金を交付する。 
⑹ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び
交付金 

指定文化財修理補助金 10,000 千円 
指定文化財公開補助金 600 千円 
指定文化財管理補助金 540 千円 
保存施設整備費補助金 4,389 千円 
西枇杷島町山車保存会運営補助金 50 千円 

 
３ 事業効果 
  修理費、管理費、保存施設の整備費に係る費用及び公開に係る費用に対し、補
助金を交付することにより、指定文化財を適切な状況で維持することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 西枇杷島問屋記念館費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

文化財保護の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

7,149 千円 
（△984 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 7,149 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

歴史的建造物、これに関連する資料などの保存及び活用を図り、文化の発展に

寄与するため、市指定文化財の西枇杷島問屋記念館を適切に管理運営する。 

 

２ 事業内容 

西枇杷島問屋記念館は、かつて西枇杷島地区の美濃路沿道にあった下小田井の

市の始祖の一人とされる山田九左衛門家住宅を現地に移築し、復元したものであ

る。 

同家から一括寄贈された貴重な資料について、問屋のくらしや商いの様子を、

当時の姿を再現した形で展示を行う。 

⑴ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 115 千円 

電気 234 千円 

水道 24 千円 

修繕料 200 千円 

委託料 

トイレ清掃業務 145 千円 

消防設備などの保守業務 86 千円 

問屋記念館施設管理業務 2,214 千円 

緑地樹木管理業務 2,750 千円 

工事請負費 中庭東面矢羽根張り等補修工事 1,218 千円 

 

３ 事業効果 

  市指定文化財の西枇杷島問屋記念館を適切に管理運営することにより、市民だ

けではなく、美濃路を訪れた観光客に清須市の文化、伝統を発信することができ

る。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 歴史資料展示室費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

文化財保護の推進 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,466 千円 
（＋33 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,466 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

市立図書館内に設置されている歴史資料展示室を清須市全体の歴史・文化を紹

介できる施設とし、市民だけでなく、市外の来館者にも清須市の歴史や文化の魅

力を発信していく。 

 

２ 事業内容 

 ⑴ 歴史資料展示室管理費 

   歴史資料展示室及び展示資料の適切な保存・管理のため燻蒸を行い、文化財

を保存・展示する施設として適切な環境を維持する。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 殺虫プレート・調湿剤など 89 千円 

委託料 資料展示室等燻蒸業務 649 千円 

⑵ 歴史資料展示室事業費 

   清須市の歴史を概観できる常設展示コーナーと、より深いテーマを扱う企画

展示コーナーを設置して展示を行う。 

ア 企画展 

区 分 開催月 

戦争とくらし ４月～８月 

問屋と市場－下小田井の市－ ９月～１２月 

清須の名所・産物、いま・むかし １月～３月 

  イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
色上質紙など 30 千円 

チラシ・ポスター印刷代 92 千円 

役務費 郵送料 6 千円 

委託料 企画展資料展示業務 600 千円 

 

３ 事業効果 

  歴史資料の劣化を防ぎ貴重な文化財を保存していくことで展示が可能となり、

歴史資料展示室の展示によって、清須市の歴史・文化を市民だけでなく、観光客

などにも発信することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 にしびさわやかプラザ費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

生涯学習の充実 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

24,665 千円 
（＋6,029 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 3,172 千円 0 千円 0 千円 1 千円 21,492 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

勤労者及び市民の福祉の向上並びに市民の健康の保持増進を図るため、にしび

さわやかプラザ（西枇杷島勤労福祉会館及び西枇杷島保健センターの複合施設）

を適切に維持管理する。 

 

２ 事業内容 

にしびさわやかプラザを適切に維持管理する。 

⑴ 主な支出科目 

 区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 402 千円 

電気 6,102 千円 

ガス 3,120 千円 

上下水道 185 千円 

修繕料 200 千円 

委託料 

館内清掃業務及び警備業務など 4,144 千円 

消防設備などの保守業務 3,545 千円 

西枇杷島勤労福祉会館受付管理業務

及びトレーニング室の管理業務 
5,365 千円 

建築基準法第１２条に基づく定期調

査・検査報告業務 
460 千円 

使用料及び賃借

料 
複写機及び印刷機などの器具使用料 826 千円 

 ⑵ 西枇杷島市民サービスセンターの配置 

   住民票など各種証明書発行業務を行うため、にしびさわやかプラザ内に西枇

杷島市民サービスセンターを配置する。 

 

３ 事業効果 

  にしびさわやかプラザを適切に維持管理することにより、多くの市民の生きが

い施設として利用することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 夢広場はるひ費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

生涯学習の充実 
文化・芸術活動の振興 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

429,159 千円 
（＋215,234 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 220,000 千円 540 千円 208,619 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
  市立図書館、はるひ美術館及びはるひ夢の森公園を一体とした夢広場はるひに
ついて、子どもから高齢者まで、誰でも親しむことのできる文化ゾーンとして、
指定管理者による効率的かつ効果的な管理運営を行う。 

 
２ 事業内容 
 ⑴ 夢広場はるひ管理費 

夢広場はるひについて、指定管理者による管理運営を行う。 
ア 指定管理者 

ＴＲＣ・名古屋三越グループ共同事業体 
イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 
需用費 ブックスタート配付絵本など 426 千円 

委託料 

指定管理業務 148,653 千円 
図書館システム保守業務 1,208 千円 
建築基準法第１２条に基づく定期
調査・検査報告業務 

156 千円 

使用料及び賃借
料 

電子計算機器などの借上料 3,570 千円 

⑵ 夢広場はるひ整備費 
   公共施設個別施設計画に基づく予防保全型管理を推進するため、改修工事な

どを行う。 
ア 整備内容 

    市立図書館及びはるひ美術館のエレベーター改修工事を行う。また、令和
５年度から令和６年度にかけて、市立図書館の空調設備や外壁等の大規模改
修工事を行う。 

  イ 支出科目 
区 分 内 容 事業費 

委託料 

市立図書館及びはるひ美術館エレ
ベーター改修工事に係る監理業務
並びに市立図書館大規模改修工事
に係る監理業務 

6,935 千円 

工事請負費 
市立図書館及びはるひ美術館エレ
ベーター改修工事並びに市立図書
館大規模改修工事 

268,141 千円 

 
３ 事業効果 
  指定管理者による管理運営を行うことにより、民間経営の発想やノウハウを充
分に生かし、住民サービスの向上、行政コストの縮減などが達成できる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 西枇杷島会館費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

生涯学習の充実 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

12,958 千円 
（＋1,426 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 657 千円 0 千円 0 千円 0 千円 12,301 千円 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  地域文化及び交流の場として、西枇杷島会館の管理運営を行う。 

 

２ 事業内容 

  西枇杷島会館を維持管理するとともに、利用者への施設貸し出し業務を行う。 

⑴ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 196 千円 

電気 4,682 千円 

ガス 1,259 千円 

水道 498 千円 

修繕料 100 千円 

委託料 

館内清掃業務及び警備業務など 2,017 千円 

消防設備などの保守業務 1,819 千円 

西枇杷島会館受付管理業務 1,892 千円 

建築基準法第１２条に基づく定期調

査・検査報告業務 
308 千円 

使用料及び賃借

料 
清掃用モップなどの賃借料 38 千円 

 

３ 事業効果 

  西枇杷島会館を維持管理することにより、地域文化の振興及び交流の場の確保

を図ることができる。 

 

- 315 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 体育振興費（体育振興費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

6,815 千円 
（△121 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 54 千円 6,761 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  市民の健康増進及び体力向上を図るため、毎日の生活の中に運動を積極的に取

り入れようとする姿勢を養う。 

 

２ 事業内容 

健康、スポーツに対する関心を高め、生涯スポーツの楽しさを感じる各種スポ

ーツ教室、体育祭、スポーツ行事を開催する。 

⑴ スポーツ教室 

区 分 参加者（見込み） 

生涯学習講座（海洋性スポーツ体験教室等） 50 人 

⑵ 体育祭 

区 分 期日（予定） 参加者（見込み） 

西枇杷島地区 １０月 1 日（日） 1,400 人 

清洲地区 １０月１５日（日） 1,900 人 

新川地区 １０月１５日（日） 1,500 人 

春日地区 １０月 １日（日） 1,000 人 

⑶ 第１６回愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

期日（予定） 監督・コーチ・選手（見込み） 

１２月２日（土） 40 人 

⑷ 市民親睦スポーツ大会 

期日（予定） 参加者（見込み） 

１０月２９日（日）・１１月５日（日） 250 人 

⑸ スポーツ競技全国大会等出場者激励費支給 

   アマチュアスポーツ競技の全国大会などに選手として出場する者に激励費を

支給し、激励することによって本市の名声及び競技力の向上並びにスポーツの

振興を図る。 

⑹ 小学校水泳指導事業 

   市内の小学校の児童を対象とし、すべての児童が基礎泳力を身につけること

ができるように水泳指導を行う。 
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ス

ポ

ー

ツ

課 

⑺ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
スポーツ競技全国大会等出場者激励費

など 
815 千円 

需用費 各事業にかかる消耗品費など 113 千円 

役務費 各事業にかかる傷害保険料など 40 千円 

委託料 各地区体育祭事業など 5,781 千円 

使用料及び賃借

料 
各事業駐車料など 66 千円 

 

３ 事業効果 

  各教室、大会などの開催により、市民の健康増進を図るとともに、毎日の生活

の中に運動を積極的に取り入れようとする姿勢を養うことができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 清須ウオーク費（体育振興費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

2,986 千円 
（△800 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 2,986 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  ウォーキングを通じた健康増進及び体力向上を図るため、清須市の歴史・文化

的資源、水辺空間などの自然環境を最大限に生かし、市内の３河川を結ぶ水辺の

散策路を活用したウォーキング大会を実施する。 

 

２ 事業内容 

  参加者が清須市の歴史、文化及び自然を体感しながらウォーキングができる清

須ウオークを実施する。 

 ⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 清須ウオーク開催業務（秋・春） 2,986 千円 

 

３ 事業効果 

  参加者の健康増進及び体力向上につながるとともに、市内外の多くの方に清須

市の魅力を発信することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 体育協会補助金（体育振興費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

5,034 千円 
（△307 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 5,034 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

スポーツの普及、振興を図り、スポーツ文化を培い、市民の健康、体力づくり

を推進し、健康で豊かな市民生活の育成を積極的に展開する清須市体育協会に対

し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則及び清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定に

より、清須市体育協会へ補助金を交付する。 

⑴ 加入状況（令和４年１０月１日現在） 

区 分 会員数 

部会数 27 部会 

一般会員数 1,383 人 

スポーツ少年団員数 553 人 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 

清須市体育協会補助金 

（2,600 円×1,936 人） 
5,034 千円 

 ⑶ 清須市体育協会が実施する事業 

   体育協会主催の各部会大会など 

 

３ 事業効果 

  健康で豊かな市民生活の育成を積極的に展開する清須市体育協会の活動を支

援、協力することにより、スポーツに参加する市民の増加につながり、心身とも

に健康な生活を送ることに寄与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 レクリエーション協会補助金（体育振興費） 

政 策 体 系 
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

345 千円 
（＋70 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 345 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  レクリエーション活動の普及及び発展を図り、健康で豊かな市民生活の向上を

積極的に展開する清須市レクリエーション協会に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則及び清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定に

より、清須市レクリエーション協会へ補助金を交付する。 

⑴  加入状況（令和４年１０月１日現在） 

区 分 会員数 

クラブ数 12 クラブ 

会員数 265 人 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 

清須市レクリエーション協会補助金

（1,300 円×265 人） 
345 千円 

 ⑶ 清須市レクリエーション協会が実施する事業 

  ア レクリエーションの集い 

  イ 市民レクリエーション教室など 

 

３ 事業効果 

  健康で豊かな市民生活の向上を目指し積極的に展開する清須市レクリエーショ

ン協会の活動を支援、協力することにより、レクリエーションに参加する市民の

増加につながり、余暇生活の充実と心身共に健康な生活を送ることに寄与するこ

とができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブ活動費補助金（体育振興費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

24 千円 
（△5 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 24 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

海洋性スポーツを中心とした自然体験活動を通して、次世代を担う子どもたち

の心と体を育成することを目的としたＢ＆Ｇ春日海洋クラブに対し、補助金を交

付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則及び清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定に

より、海洋性スポーツを通して、クラブ員の豊かな人間形成と体力向上を図るた

めに活動しているＢ＆Ｇ春日海洋クラブへ補助金を交付する。 

⑴ 団員数（令和４年１０月１日現在） 

９人 

⑵ 支出科目 

  区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 

Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブ活動費補助金

（2,600 円×9人） 
24 千円 

⑶ Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブが実施する事業 

  ア 海洋性スポーツ 

  イ レクリエーションスポーツ 

  ウ 河川周辺清掃活動 

  エ クリスマス会など 

 

３ 事業効果 

  海洋性スポーツを通して相互親睦を図るＢ＆Ｇ春日海洋クラブの活動を支援、

協力することにより、豊かな人間形成と体力向上に寄与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 子ども会活動費補助金（体育振興費） 

政策体系  
子育てのしやすいまちをつくる 

青少年健全育成の推進 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

3,566 千円 
（△294 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 3,566 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

地域社会での集団行動を通して協調性や創造性を養い、一定のルールを実体験

から学びながら、豊かな心を育てるために活動する子ども会に対し、補助金を交

付する。 

 

２ 事業内容   

清須市補助金等交付規則及び清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定に

より、清須市子ども会連絡協議会、西枇杷島地区子ども会、清洲地区子ども会、

新川地区子ども会及び春日地区子ども会へ補助金を交付する。 

⑴ 会員数（令和４年１０月１日現在） 

西枇杷島地区 清洲地区 新川地区 春日地区 

735 人 1,161 人 816 人 116 人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 

清須市子ども会連絡協議会 913 千円 

 活動費 283 千円 

 総会 200 千円 

 研修会 280 千円 

 球技大会 150 千円 

各地区子ども会 2,653 千円 

 活動費 1,131 千円 

 球技大会 1,170 千円 

 安全会保険料 352 千円 

 ⑶ 各地区子ども会が実施する事業 

  ア 球技大会 

  イ 各地区体育祭への参加 

  ウ 各地区催しへの参加など 

 

３ 事業効果 

  豊かな心を育てるために活動する子ども会の活動を支援、協力することにより、

児童の健全育成に寄与することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 総合型地域スポーツクラブ補助金（体育振興費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

360 千円 
（±0 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 360 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

子どもから高齢者まで誰でも気軽にスポーツを楽しむことができる総合型地域

スポーツクラブ（きよすスポーツクラブ）に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

  清須市総合型地域スポーツクラブ補助金交付要綱の規定により、きよすスポー

ツクラブの自立支援を図るため補助金を交付する。 

⑴  会員数（見込み） 

４４０人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
スポーツクラブに対する補助金 360 千円 

⑶ きよすスポーツクラブが実施する事業 

  ア 各種スポーツ教室の開催（１６種目１８教室） 

  イ スポーツフェスティバルなど啓発事業の開催 

 

３ 事業効果 

  きよすスポーツクラブの支援をすることにより、地域におけるスポーツ活動や

交流の場を確保することができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 学校施設開放費（体育施設費） 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,107 千円 
（＋103 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,107 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

学校教育活動に支障のない範囲で市立小･中学校の施設を開放することにより、

生涯スポーツの普及並びに市民の健康増進及び体力の向上を図る。 

 

２ 事業内容 

学校教育活動に支障のない範囲で市立学校の施設を開放する。 

また、スポーツを行うための施設整備及び維持管理を行う。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 バレーボールネットなど 319 千円 

委託料 コート整備業務など 208 千円 

使用料及び賃借

料 
駐車場借上料（清洲中学校） 580 千円 

 

３ 事業効果 

  学校教育活動に支障のない範囲で市立小･中学校の施設を開放することにより、

生涯スポーツの普及並びに市民の健康増進及び体力の向上に寄与することができ

る。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 清洲勤労福祉会館費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

754,720 千円 
（＋611,597 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

13,333 千円 0 千円 0 千円 510,000 千円 0 千円 231,387 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

子どもから高齢者まで、誰でも楽しめる健康体力づくり及びコミュニケーショ

ン施設として、施設の効率的な管理をするため、市が指定するもの（指定管理者）

に施設の管理を行わせる。 

 

２ 事業内容 

⑴ 清洲勤労福祉会館管理費 

清洲勤労福祉会館（ＡＲＣＯ清洲）について、指定管理による管理運営を行 

う。 

ア 指定管理者 

ハマダスポーツ企画㈱・㈱ドゥメンテックスグループ 

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

役務費 火災保険料 526 千円 

委託料 

指定管理業務 118,997 千円 

建築基準法第１２条に基づく定期

調査・検査報告業務 
579 千円 

使用料及び賃借

料 
土地借上料 31,109 千円 

⑵ 清洲勤労福祉会館整備費 

ヒートポンプ等改修工事などを行う。 

  ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
ヒートポンプ等改修工事に係る実

施設計及び監理業務 
46,029 千円 

工事請負費 
ヒートポンプ等改修工事及び特別和

室屋根瓦修繕工事 
557,480 千円 

 

３ 事業効果 

  指定管理者による管理運営を行うことにより、民間経営の発想やノウハウを充

分に生かし、住民サービスの向上、行政コストの縮減などが達成できる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 新川地域文化広場費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

256,683 千円 
（＋133,199 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 140,000 千円 0 千円 116,683 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  子どもから高齢者まで、誰でも楽しめる健康体力づくり及びコミュニケーショ

ン施設として、施設の効率的な管理をするため、市が指定するもの（指定管理者）

に施設の管理を行わせる。 

 

２ 事業内容 

⑴ 新川地域文化広場管理費 

新川地域文化広場（カルチバ新川）について、指定管理による管理運営を行

う。 

ア 指定管理者 

㈱スポーツマックス･三幸㈱共同事業体 

イ 支出科目  

区 分 内 容 事業費 

役務費 火災保険料 43 千円 

委託料 指定管理業務 70,049 千円 

使用料及び賃借

料 
土地借上料 22,325 千円 

⑵ 新川地域文化広場整備費 

   プール及びエントランス天井等の耐震改修を行う。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
プール及びエントランス天井等耐

震改修工事に係る監理業務 
4,818 千円 

工事請負費 
プール及びエントランス天井等耐

震改修工事 
148,500 千円 

補償、補填及び

賠償金 
施設休業に伴う補償 10,948 千円 

 

３ 事業効果 

  指定管理者による管理運営を行うことにより、民間経営の発想やノウハウを充

分に生かし、住民サービスの向上、行政コストの縮減などが達成できる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 春日Ｂ＆Ｇ体育館費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

76,682 千円 
（＋68,072 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 2,916 千円 0 千円 0 千円 30,000 千円 43,766 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

市民の健康増進及び体力の向上を図るため、春日Ｂ＆Ｇ体育館を常に良好な状

態で管理し、もっとも効率的に運用する。 
 
２ 事業内容 

⑴ 春日Ｂ＆Ｇ体育館管理費 

市民団体等が実施するスポーツ活動などの場所を提供する。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

医薬品、清掃、除草用品及びコピー

代など 
165 千円 

ガス・水道代 136 千円 

施設修繕料 50 千円 

役務費 

電話使用料 135 千円 

トイレ汲取り手数料 4 千円 

火災保険料 79 千円 

委託料 

夜間警備業務 251 千円 

消防設備保守業務など 71 千円 

受付管理業務 2,146 千円 

樹木剪定業務 245 千円 

使用料及び賃借

料 

清掃用具借上料 38 千円 

テレビ受信料 14 千円 

備品購入費 卓球台購入 1,584 千円 

⑵ 春日Ｂ＆Ｇ体育館整備費 

   武道場及びミーティングルームの改修工事を行う。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
武道場及びミーティングルーム改

修工事に係る監理業務 
2,552 千円 

工事請負費 
武道場及びミーティングルーム改

修工事 
69,212 千円 

 
３ 事業効果 

施設を適切に管理することにより、市民の健康増進及び体力向上に寄与するこ 

とができる。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

事 業 名 屋外社会体育施設費 

政策体系  
豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

8,219 千円 
（△19,897 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 3,216 千円 0 千円 0 千円 68 千円 4,935 千円 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  市民の健康増進及び体力の向上を図るため、屋外社会体育施設を常に良好な状

態で管理し、効率的に運用する。 

 

２ 事業内容 

⑴ 西枇杷島野球場管理費 

西枇杷島野球場を適切に管理する。 

  ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

補充用土 88 千円 

電気代 2,278 千円 

設備修繕料 100 千円 

役務費 電源操作手数料 21 千円 

委託料 電気保安及び内野整地業務 461 千円 

⑵ 春日グランド管理費 

春日グランドを適切に管理する。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

補充用土など 56 千円 

電気及び水道代 1,988 千円 

設備修繕料 100 千円 

役務費 
浄化槽清掃手数料など 57 千円 

火災保険料 1 千円 

委託料 トイレ清掃業務など 707 千円 

⑶ テニスコート管理費 

   テニスコート（５か所）を適切に管理する。 

  ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

テニス用ネットなど 145 千円 

電気代 938 千円 

設備修繕料 100 千円 

委託料 コート整備業務など 247 千円 

使用料及び賃借

料 

西枇杷島テニスコート駐車場借上

料 
651 千円 
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⑷ 多目的運動場管理費 

多目的運動場等を適切に管理する。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
グランド整備用ブラシなど 50 千円 

設備修繕料 50 千円 

役務費 火災保険料 1 千円 

委託料 グランド除草業務 180 千円 

 

３ 事業効果 

屋外社会体育施設を適切に管理することにより、市民の健康増進及び体力向上

に寄与することができる。 
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主管 

事 業 名 学校給食センター費 

政策体系  
子育てのしやすいまちをつくる 

学校教育の充実 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 03 給食センター費 

予  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

514,577 千円 
（＋59,082 千円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 309,357 千円 205,220 千円 

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

管

理

事

務

所 

１ 事業目的 
  給食を提供し、児童、生徒及び園児の心身の健全な発達に資する。 

また、給食の普及・充実及び学校における食育の推進を図る。 
 

２ 事業内容 

 ⑴ 学校給食センター管理費 
   児童、生徒及び園児に給食を提供するため、学校給食センターを管理する。 

ア 主な支出科目 
区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気料、ガス料及び上下水道料など 83,975 千円 
修繕料 5,500 千円 

委託料 保守点検委託料など 15,542 千円 
 ⑵ 学校給食センター運営費 
   献立内容の充実や使用食材の安全性の確保・衛生管理を行い、児童、生徒及

び園児に給食を提供する。 
  ア 給食調理数見込（教師及び保育士を含む）（基準日：令和４年１０月１日） 

区 分 設置数 調理数（見込み） 
小学校 8 校  4,242 食 
中学校 4 校  2,047 食 
幼稚園 1 園  137 食 

小 計 12 校・1園 6,426 食 

保育園 12 園  1,872 食 
合 計 12 校・13 園 8,298 食 

イ 主な支出科目 
区 分 内 容 事業費 

需用費 

薬品、衛生用品及び被服など 6,000 千円 
保冷バット（小学校更新分） 9,856 千円 
配送コンテナ 12 台 9,515 千円 
賄材料費（小・中学校、幼稚園及び
学校給食センター） 

328,685 千円 

委託料 給食配送・回収業務 39,996 千円 
備品購入費 器具類消毒保管庫 1,540 千円 

 

３ 事業効果 

学校給食センターを適切に管理・運営することにより、児童、生徒及び園児に

バランスのとれた安全・安心でおいしい給食を提供することができる。 
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